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理事（地域連携担当・非常勤）　大 石　人 士

地域課題解決に向けて「オール静大」で取り組む

　2025年4月より地域連携担当の理事（非常勤）を務
めております。前勤務先のシンクタンクでは、大学の
先生方に講演や寄稿、座談会等への出席をお願いし、
ご協力いただきました。この場を借りて御礼申し上げ
ます。また、私自身も大学での集中講義やキャリア支
援講座で「静岡県の産業・経済動向」の講義を担当、
特に学生の就職活動支援では、就職・雇用のミスマッ
チ解消のための「企業と学生の顔の見える関係づくり」
を目指して、静岡県内の大学と経済団体をつなぐ連絡
会の設置などにも関わらせていただきました。
　シンクタンク在職中には、「産学連携・知財活用」「開
かれた大学づくり(地学連携)」「学生による地域づくり」
「大学発ベンチャー」「リカレント教育」など地域と大
学に関連する調査に関わりました。2007年に実施した
「学生のアイデアとパワーを活かした魅力ある地域づ
くり」調査※では、学生が参加する地域づくりの全国
事例を調査し、学生の地域とのかかわり方について、
推進のポイントや課題を整理しました。静岡大学では
「地域連携応援プロジェクト」や「地域課題解決支援
プロジェクト」が開始され、2016年からは「地域創造
学環」もスタートしました。報告会や発表会に参加さ
せていただき、大学に対する地域からの熱い期待や学
生のフィールドワーク実習の重要性を感じました。
　この時に感じたのは、大学は〝もっと地域と連携で
きる、連携してほしい〟という思いでした。そして大
学に着任後まもなく1年となりますが、大学では多く
の先生方が多様な形で地域と関わっておられることを
知りました。産学連携による事業支援から市民公開講
座、出前講座、地域人材育成事業など全学及び各部局・
各機構・センター主催の活動まで、〝こんな地域貢献
も行われているとは知らなかった〟と。活動内容を知っ

ていれば、地域から参加あ
るいは連携できる活動もた
くさんあります。一方、ど
んな地域課題や要望がどこ
にあるのか、大学シーズに
マッチした地域ニーズが見
えにくく、交流のきっかけ
がつかめない。その結果、
実績のある一部の先生に依
存する部分が多くなり、継続が難しくなったり横展開
もできなかったりという状況になってしまう。
　静岡大学が「地域志向大学」宣言してからまもなく
9年、「未来社会デザイン機構」を設置してから6年が
経ちます。昨年は、〝共創による未来社会の実現〟を目
指す「静岡大学未来創成ビジョン」の9つの目標イメー
ジと具体的な活動と戦略が示されました。この9つの
目標の達成には地域との連携、パートナーシップの構
築が重要となります。大学知の社会への還元を、個人
だけではなく組織として展開すること、理念だけでな
く行動に移すことが必要です。例えば、テーマ性を表
に出したプロジェクト研究所のように大学が持つ知見
を〝見える化〟し存在価値を示すこと、ウェルビーイ
ングやカーボンニュートラル、リスキリングのように
地域や企業が今日的に抱える課題に文理融合でチャレ
ンジすること、さらには地域力を向上させるような大
学間連携なども、地域が期待する取り組みでしょう。
　総合大学としての強みである多様な分野の専門性と
地域社会と連携した研究活動を基礎に、それぞれの領
域から生まれた〝知〟を活かした連携を推進しましょう。

※調査実施機関:財団法人静岡経済研究所(調査委託機関:財団法人総合研究開発機構)
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講座名 講師 日時 会場 対象
各日

定員

人数
(延べ)

受講料 主催

私のミカン～ミカンの通年管理
教室～［全5回］

※第5回開催前のため、実数は
第4回までの延べ人数

技術部技術専門員・成瀬博規
技術部技術専門職員・周藤美希

5/13、7/8、9/9、
11/18、3/3

（いずれも火曜日）
13:30～15:30

農 学 部 附 属
地域フィールド
科学教育研究
センター

一般市民 10 40 11,700

子どもの「やってみたい！」を支
えるために：
遊びの中のリスクマネジメント

教育学部附属幼稚園園長・鈴木富美
子　他
教育学部教授・村越 真　

5/28（水）
13:30～15:30

教育学部附属
幼稚園園庭

（雨天時：遊
戯室）

小学校就学前
の子どもの保
護者（満２～
４歳のお子様
の同伴可）

20 10 無料

初心者のためのエンジョイゴルフ 教育学部教授・赤田信一 5/31（土）
13:30～18:00

静岡キャンパス
ゴルフ練習場、
大谷ゴルフ場
ショートコース

・ゴルフが初
体験（又はほ
ぼ初心者）と
なる一般市民

（18 歳以上30
歳未満）の方
・ゴルフコース

（約2 ㎞）を
歩ける体力が
ある方
・YouTubeの
事前学習サイ
ト（仲間と楽
しく健康ゴル
フ）の視聴が
可能な方

10 1 1,500
（別途

大谷
ゴルフ
場のラ
ウンド
料金

2,000）

子育て力アップセミナー
～子どもの未来を育む親になる！～

［全2回］

教職大学院特任教授・福島貴子 6/21（土）、7/5（土）
10:00～12:00

静岡市健康文
化交流館「来・
て・こ」

小学生の子ど
もの保護者

10 21 無料 教

緑茶作りに挑戦しよう 農学部教授・稲垣栄洋
技術部技術専門員・西川浩二
技術部技術専門職員・成瀬和子

7/29（火）
13:30～16:00

農 学 部 附 属
地域フィールド
科学教育研究
センター

小学生とその
保護者、一般
市民

20 15 1,100

農薬を使わない害虫防除を学
ぼう［全4回］

農学部准教授・田上陽介
農業・食品産業技術研究総合機構・
世古智一
アリスタライフサイエンス株式会社・関口
実里

8/2（土）・23（土）
9:00～12:00、
13:00～16:00

静岡キャンパス 中学生・高校生 10 32 無料

作って学ぶ、工学部の化学実験 工学部教授・植田一正
技術部技術専門員・草薙弘樹
技術部技術専門職員・早川敏弘

8/5（火）
13:00～16:00

浜松キャンパス 中学生・高校生
（保護者同伴
可）

20 12 無料

ゲノム解析の最前線へようこそ！
［全2回］

静岡共同利用機器センター研究補佐員・
鈴木智子
技術部技術職員・伊藤由希子
技術部技術職員・村野宏樹
静岡共同利用機器センター教授・
道羅英夫
技術部技術専門職員・森内良太
静岡共同利用機器センター職員・
大島由紀子

8/5（火）・6（水）
10:00～17:00

静岡キャンパス 静岡県内高校生 12 24 無料

体験！大学の化学実験
［全2回］

静岡共同利用機器センター教授・
近藤 満

8/23（土）・24（日）
10:00～16:00

静岡キャンパス 中学生・高校生
（保護者・引率
教員の同伴可）

30 6 無料

2025年度静岡大学公開講座
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教

工
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共
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講座名 講師 日時 会場 対象
各日

定員

人数
(延べ)

受講料 主催

第6回　邦人作品の調べ 教育学部講師・服部慶子　他 10/4（土）
14:00～15:30

静岡市葵生涯
学習センター

一般市民 100 46 無料

情報教育の高大接続 情報学部准教授・遠山紗矢香
情報学部准教授・木谷友哉
情報学部講師・西村崇宏
情報学部助教・岡沢 亮

11/8（土）
10:30～12:00

浜松キャンパス 一般市民、興
味のある方な
らどなたでも

100 30 無料

キンカンの収穫とジャム作り 技術部技術専門員・成瀬博規
技術部技術専門職員・周藤美希
やまゆスイーツ代表・小野延子

12/2（火）
13:00～16:00

農 学 部 附 属
地域フィールド
科学教育研究
センター

一般市民 9 9 3,900

柿の剪定 技術部技術専門員・成瀬博規
技術部技術専門職員・周藤美希

12/11（木）
13:00～16:00

農 学 部 附 属
地域フィールド
科学教育研究
センター

一般市民 10 10 1,100

安心登山・アウトドア活動のた
めの読図とナヴィゲーションスキル

（初級編）

教育学部教授・村越 真
オリエンテーリング元日本代表選手・
小泉成行

12/14（日）
9:00～16:00

静岡キャンパ
ス教育学部B
棟と周辺エリ
ア

①・②の条件
を満たした方
①登山経験者
で平地3㎞、
山道4㎞程度
を無理なく歩け
る方
②YouTube
で閲覧する事
前学習（予習
30分程度）が
可能な方

20 10 4,900

東洋と西洋における発酵文化と
社会

未来社会デザイン機構准教授・内山
智尋
人文社会科学部教授・戸部 健
関西大学文学部教授・澤井一彰
人文社会科学部教授・大原志麻
人文社会科学部准教授・辻 佐保子

2026年3/7（土）
10:00～16:00

対面：静岡市
葵生涯学習セ
ンター
オンライン：
Zoomミーティ
ング

一般市民、学
生、研究者

対面
80

オンラ
イン
50

対面
54

オンラ
イン
35

無料

安心登山のための読図と
ナヴィゲーション（中級編）

※開催前のため、実数は2/28
時点の申込者数

教育学部教授・村越 真
オリエンテーリング元日本代表選手・
小泉成行

2026年3/14（土）
9:30～16:30

静岡市・藤枝
市市境付近

①～③の条件
を満たした方
①過去に本学
開催の公開
講座の初級
編を受講した
方（安心登山
のための地図
と地図アプリ
活用術(初級
編)を含む）、
又は地形図の
基礎知識があ
る方、②登山
経験者で平地
3km、山道5
㎞程度を無理
なく歩ける方、
③YouTube
による事前学習

（予習60分
程度）が可能
な方

20 15 5,600

［主催欄凡例］

未 ＝人文社会科学部　教 ＝教育学部　情 ＝情報学部　工 ＝工学部　農 ＝農学部　 共 ＝静岡共同利用機器センター　技 ＝技術部

教

技

情

教

教

人

技
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　静岡大学地域創造学環フィールドワーク総括
フォーラム～地域・学生・教員が集い、振り返
る～

　2016年4月に開設された「地域創造学環」のカリキュ
ラムの柱であるフィールドワークは、2024年度をもっ
て概ね終了いたしました。そこで、学生たちがこれ
までの9年間に学んだフィールドワークによって地域
にもたらした影響、または卒業後学生たちが現在どう
活かしているかについて意見交換をする総括フォーラ
ム・パネルディスカッションを開催しました。

・日時：2025年12月20日（土）13:00～15:15
・会場：グランシップ　会議室　1001
・参加者数：87名

【プログラム】
1．開会挨拶
2．企画の趣旨説明
3．地域創造学環係の説明
4．パネルディスカッション
5．閉会挨拶

【パネリスト】
≪フィールドワーク協力先≫　※50音順
酒井 政幸 氏　（清水区 いはら道の駅プロジェクト ・
 企画委員）　
名倉 光子 氏　（NPO法人とうもんの会 ・ 理事）　
深澤 準弥 氏　（松崎町長）　
≪学環・卒業生≫
梅田 留奈（2020年度卒 ・ 東伊豆町地域おこし協力隊）
上田 啓瑚（2020年度卒 ・ 防災科学技術研究所研究員）
齋藤（赤池）あい（2021年度卒 ・ 御前崎市役所）

【パネルディスカッションのテーマ】
1．フィールドワークの活動の在り方、印象、感想（卒
　業生）
2．フィールドワークの活動の印象、感想（フィール
　ドワーク協力先）
3．受け入れ先の地域側への影響の有無
4．地域の皆様の話を聞いての印象・感想（卒業生）
5．今社会人として活躍をされている中で感じる、今
　後の地域人材育成のあり方と大学に期待すること
6．受け入れ側から見る、今後の地域人材育成のあり
　方と大学に期待すること

地域創造学環　事業報告

当日の様子は下記のサイトからご覧
いただけます。

静岡大学
地域創造学環ホームページ
https://www.srd.shizuoka.ac.jp
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　静岡大学 地域創造学環
　フィールドワーク総括報告集
　～地域・学生・教員の9年間の軌跡～

　現在、地域創造学環フィールドワークのこれまで
9年間の実績をまとめた報告集を作成しており、2025
年度末に完成する予定です。

【目次】
1．はじめに
2．FWの概観（構想・実践・変遷）
3．各フィールドの実践
　（各フィールドの実績データと主担当教員および
フィールドワーク協力先からのコメント）
4．フィールドワークと地域カウンターパートの対話
　静岡大学地域連携会議の議事録の分析から
5．学生に対するフィールドワークの教育的な意義・
　効果
6．総括フォーラムの記録
7．おわりに

　なお、本フィールドワーク報告集は3月末頃に地域
創造学環ホームページに掲載します。また今春、静岡
大学リポジトリからもご覧いただける予定です。

静岡大学
地域創造学環ホームページ
https://www.srd.shizuoka.ac.jp/publications/

　令和7年度地域連携会議

　地域創造学環フィールドワーク総括フォーラムの
前に、フィールドワークパートナーの皆様をお招き
し、地域連携会議を開催しました。会議では、最終年
度におけるフィールドワークの評価や、これまでの各
フィールドの取り組みについて振り返り、今後に向け
た意見交換を行いました。

・日時：2025年12月20日（土）10:00～11:30
・会場：グランシップ　会議室　1003

地域創造学環　事業報告
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地域人材育成・プロジェクト部門の下半期事業報告

静岡大学創立60周年記念事業を継承した連携講座

回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 10/3（金） 深化するX線イメージング
～レントゲン写真からフォトンカウンティングへ～ 青木 徹（静岡大学電子工学研究所長） 63

2 11/18（火） カメラの目はどこまで進化する？
～イメージセンサの仕組みと最新動向～ 安富啓太（静岡大学工学部・准教授） 58

3 12/2（火） 中性子でイメージングを
～半導体中性子検出器の実現に向けて～ 中野貴之（静岡大学工学部・教授） 54

4 12/23（火） XR（クロス・リアリティ）がつなぐ現実と不可視の世界 加瀬裕貴（静岡大学情報学部・助教） 55

5 2/3（火） 未来を透かすテラヘルツの眼～薬やプラスチックを
“見抜く” テラヘルツ波のチカラ～

佐々木哲朗（静岡大学大学院光医工学研
究科・教授） 60

２　静岡大学 ・ 中日新聞連携講座　イメージング技術の世界に迫る

１　静岡大学 ・ 読売新聞連続市民講座 　時代と地域のチカラ

■会　場：静岡大学浜松キャンパス附属図書館分館・学生支援棟（S-Port）3階大会議室
■参加費：無料　　　■連携先：中日新聞東海本社

■会　場：あざれあ（静岡県男女共同参画センター）6階大ホール
■参加費：無料　　　■連携先：読売新聞東京本社静岡支局

回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 7/12（土） 地域で起こすイノベーションとは 坪井秀次（静岡大学未来創成本部、グローバ
ル共創科学部・准教授） 63

2 8/2（土） 放送メディアは「時代」とどう向き合ってきたか 丸山友美（静岡大学情報学部・准教授） 73

3 8/23（土） 身近な公共施設の今後のあり方を考える 佐藤正志（静岡大学教育学部・准教授） 65

4 9/13（土） 住民自治の可能性を問う 内山智尋（静岡大学未来社会デザイン機構・
准教授） 56

5 10/4（土） 戦後の静岡県における就職と労働 長谷川達朗（静岡大学人文社会科学部・講師） 49

　公開シンポジウム

　「地域課題解決支援プロジェクトを振り返る」

・日時：2025年12月22日（月）14:00～16:00
・会場：会場受講（静岡大学事務局別館1A会議室）と
　　　オンライン受講（Zoomミーティング）の併用
・プログラム
［地域連携・課題解決支援の事例報告］
①「地域課題解決支援プロジェクトとは？」
　報告者：阿部耕也（静岡大学地域創造教育センター

　　　　特任教授）
②「地域の視点から」
　報告者：深澤準弥（松崎町長）、荒武優希（合同会

　　　　社So-an）、金刺重哉（伊豆市土肥町）
［パネル・ディスカッション］
パネリスト：上記報告者、久保山健太（川根本町立

　　　　　 三ツ星学園）、増田彩香（株式会社Otono）
コーディネーター：山本隆太（静岡大学地域創造教

　　　　　　　　 育センター准教授）
・参加費：無料　
・対象：一般市民、教職員、学生
・参加者数：25人

　しずだい飛ぶ教室 「松崎町防災学習会」

・日時：2026年2月17日（火）
・会場：松崎町環境衛生センターホール
・プログラム

主催事業
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①「津波被害の想定と対策について」
　講師：原田賢治（静岡大学防災総合センター准教授）
②「自治体未指定の津波避難場所の発生について」
　講師：吉田さくら（静岡大学地域創造学環4年生）

・参加費：無料　
・対象：地域住民どなたでも
・参加者数：20人

　静岡大学オリジナル リカレント教育プログラム

　「これからのビジネスの “必須科目” を、 一日集

中で。 最先端の研究者から学ぶインテンシブ ・

リベラルアーツ ・ プログラム～ AI ・ カーボン

ニュートラル ・ 地域経済 ・ ジェンダー～」

・日時：2026年3月1日（日）11:00～18:30
・会場：＝ODEN（イコールオデン）
・プログラム：

①「激変するAIに対して、ビジネスはどう対応する
べきか？～「AIと法」から考える～」

　講師：朱 曄（静岡大学グローバル共創科学部教授）
②「「サステナブル」を掲げるだけでは不十分？「循

環経済」から考える、カーボンニュートラルを社会
実装する方法」

　講師：青木憲治（静岡大学グローバル共創科学部
　　　准教授）

③「いま広めるべき静岡の魅力って？「地域経済」

学入門」
　講師：横田宏樹（静岡大学人文社会科学部教授）
④「デジタル化とジェンダー。企業はどう対応すべき？」
　講師：佐野敦子（静岡大学DE＆I推進室講師）
⑤【座談会】「時代を読み解くための「教養」の学び方」
　講師陣全員

・受講料：無料
・受講者数：20名
・主催：静岡大学地域創造教育センター
・協力：一般社団法人デサイロ

　地域づくり人材研修事業 「公民館職員等研修会」

・日時：2025年12月3日（水）10:00～16:00
・会場：静岡県男女共同参画センターあざれあ
・プログラム：
［行政説明］
「学校・家庭・地域における連携協力体制の推進について」
説明者：風間 勉（静岡県教育委員会社会教育課地域

家庭班地域学校協働活動担当）
［講演・グループワーク］
「地域の子ども・若者が集い学び合う場づくりの推進

について～国立市公民館の事例から～」
　講師：井口啓太郎（国立市教育委員会教育部公民

　　　館長補佐）
［事例報告］令和6年度優良公民館表彰受賞館の取組
①「中河内の在来大豆「ここ豆くん」づくり」
　報告者：高橋順子（静岡市両河内生涯学習交流館）
②「歴史文化を守ろう、伝えよう」
　報告者：瀧浪陽子（静岡市西奈生涯学習センター長）
③「地域も野菜も育ててつながる居場所づくり」
　報告者：森下和之（浜松市高台協働センター長）

［情報交換・グループワーク］
テーマ「子供・若者の安心なくらしや居場所作りの

ために社会教育ができること」
進行：志知 紀（静岡県教育委員会社会教育課地域家

　　庭班公民館担当）
・参加費：無料
・対象：公民館職員、市町生涯学習・社会教育関係職員、

市町地域振興関係職員、社会教育主事、大学生等
・参加者数：41名
・主催：静岡県教育委員会、静岡大学地域創造教育セ

　　　ンター

　静岡大学オリジナル リカレント教育プログラム

　「職場の
「
暗黙の了解」 を発見する～人類学の視

点から再考する、 ビジネスに必要なコミュニケー

ションの態度や進め方～」

・日時：①2026年1月23日（金）、②1月30日（金）　
　　　　18:30～20:30
・会場：①オンライン（Zoom）、②静岡市葵生涯学習
　　　　センター
・講師：水上 優（合同会社メッシュワーク共同代表）、
　　　　辻本侑生（静岡大学地域創造教育センター講師）
・受講料：無料　
・受講者数：延べ28名
・共催：静岡大学地域創造教育センター、静岡市市民
　　　　局生涯学習推進課

　静岡大学オリジナル リカレント教育プログラム

　「地域社会の未来をつくる思考法～フィールドで

学ぶシステム思考×デザイン思考～」

・日時：2026年2月7日（土）～2月8日（日）
・会場：下田市民文化会館、賀茂キャンパス（下田総

共催事業
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　　　　合庁舎別館）
・講師：山本隆太（静岡大学地域創造教育センター准
　　　　教授）、松薗美帆（ストラテジックデザイナー）
・受講料：無料　
・受講者数：9名
・主催：静岡大学地域創造教育センター
・共催：賀茂キャンパス活用推進委員会

　吉田町大学特別公開講座　「しずおか未来学～気

候から読み解く社会 ・文学 ・生物～」

・日時：2025年10月31日（金）～11月14日（金）
　　　   19:00～20:30
・会場：吉田町中央公民館
・プログラム

①10/31（金）「中世ヨーロッパにおける気候と社会変動」
講師：藤井真生（静岡大学人文社会科学部教授）
②11/7（金）「気候文学の可能性」
講師：小二田誠二（静岡大学人文社会科学部教授）
③11/14（金）「野生生物から見た気候変動」
講師：伊藤 舜（静岡大学理学部助教）

・受講料：各回700円（3回セット受講は2,000円）
・対象者：高校生以上の方
・受講者数：延べ56名
・主催：吉田町教育委員会

　高大連携事業 「東伊豆学生サミット2026」

・日時：2026年3月16日（月） 8:40～12:00
・会場：静岡県立稲取高等学校
・プログラム

①第一部　各教室での調べ学習
②第二部　学生報告発表
③第三部　トークセッション

・参加者：静岡県立稲取高等学校1年生・2年生、静岡
　　　　大学他大学生

　市民開放授業は、静岡大学の学生が受講している正
規の科目の一部を一般市民の方に開放するものです。
2025年度の前・後学期別の開講科目数・受講者数の状
況は次の通りです。

　また、2026年度前学期事前説明会を開催しますので、
当日、直接会場へお越しください。
・日時：3月26日（木）14:00～15:30
・会場：［静岡キャンパス］事務局別館1A会議室

 ［浜松キャンパス］附属図書館分館・学生支援
棟（S-Port）3階会議室
 ［オンライン］視聴情報は下記URL案内ペー
ジからご確認ください。https://x.gd/KxjFk

※説明会終了後、YouTubeでアーカイブを公開します。

　当センターには、「企画実施委員会」が組織されて
います。地域連携・課題解決に関する事項や全学公開
講座の企画・立案・実施に関する事項、その他大学開
放および地域人材育成に関する事項について検討して
います。今年度の委員は以下のとおりです。

水谷　洋一　地域創造教育センター長
山本　隆太　地域人材育成・プロジェクト部門長　
辻本　侑生　地域創造教育センター講師
横濱　竜也　人文社会科学部教授
渋江かさね　教育学部准教授
永吉　実武　情報学部教授
塚田　直史　理学部准教授
立岡　浩一　工学部教授

市原　実　　農学部准教授
朱　曄　　　グローバル共創科学部教授
山本好比古　大学教育センター准教授
山口　典子　地域連携推進課長

2025年度企画実施委員会
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市民開放授業

開講科目数 受講者数
前学期 後学期 合計 前学期 後学期 合計

23 37 60 42 44 86

企画協力事業
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